
授業科目名 担当講師名 対象学年 

幼児への特別な支援 當島 茂登 ２年次 

授業形態 単位（時間） 教室等 学期 曜日   時限 

講義 １（30） １年生教室 後期  不定期  不定期 

実務経験 本科目は、養護学校教諭として実務経験のある教員による講義。 

授業のキーワード 
障害児、発達支援、障害児保育、家庭、インクルーシブ保育、信頼関係、

多職種連携 

到達目標及び 

事前学習 

・障害児保育を支える理念や歴史的変遷について、障害児及びその保育に

ついて理解する。様々な障害について、子どもの理解や援助の方法、環

境構成等について理解する。 

・障害のある子どもの保育の計画作成、個別支援及び他の子どもとの関わ

りのなかで育ちあう保育実践を理解する。障害のある子どもの保護者へ

の支援や関係機関との連携について理解する。 

・障害のある子どもの保育に関わる保健・医療・福祉・教育等の現状と課

題について理解する。 

授業計画（コマ） 授  業  内  容  

１ 障害児保育とは何か 

２ 障害児保育の仕組み 

３ 知的障害の特徴と保育での支援 

４ 自閉症スペクトラム障害の特徴と保育での支援 

５ 注意欠陥・多動性障害の特徴と保育での支援 

６ 学習障害の特徴と保育での支援 

７ その他の障害の特徴と保育での支援 

８ インクルーシブ保育とは 

９ 保育所・幼稚園での支援体制 

１０ 家族への支援 

１１ 障害児のアセスメント 

１２     〃 

１３ 発達支援の技法 

１４     〃 

１５ まとめ（終講試験） 

履修上の要件 
 

テキスト、教材、 

参考書 

よくわかる「障害の理解」 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

使用機器等 
 

成績評価の方法 実践 

備考                            

 


